










中島敦（1909 〜 1942）の日中戦争開戦（1937 年）から世を去った時までの
作品は、「悟浄歎異」（1939 年 1 月頃脱稿）、「山月記」（『文学界』1942 年 2 月号）、
「悟浄出世」（1942 年 5 月脱稿）、「名人伝」（『文庫』1942 年 12 月号）、「弟子」
（1942 年 6 月脱稿、『中央公論』1943 年 2 月号）、「李陵」（1942 年 12 月脱稿、

























































































であると、依頼されたため、中島が 1942 年 11 月ごろ、喘息に苦しみながら書
いたものである。彼の没後、1943 年 1 月『新創作』（11）新年号に「遺稿」として
発表された。






中島が南洋庁教科書編集書記として南洋庁に赴任したのは、1941 年 6 月から
1942 年 3 月までで、その間に、日中戦争への突入によって、軍部が政治に進出
し、軍国主義体制が急速に強化されてきた。文化統制の名のもとに文学を戦争
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の志すことに専念できないことを口惜しく思う気持ちが読み取れる。たとえば、


























も契約した。7 月、今日の問題社と第 2 作品集『南島譚』の出版契約を結んだ。
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中島は南洋庁に勤めている間、エッセイ「章魚木」（『南洋群島』1942 年 3 月
号）を発表した。次のような章魚木を描いている一節を引用する。
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更に、同年 11 月 9 日付、夫人タカ宛の書簡に書いている「土人の教科書編
纂といふ仕事の、無意味さがはつきり判つて来た。（略）土人達を幸福にして
やるといふことは、今の時勢では、出来ないことなのだ。（略）すつかり、編










たとえば、1941 年 6 月 4 日付、親友氷上英廣宛の葉書に書いている「今度ね、
南洋（パラオ）へ行くことになつた、喘息にも、いいだらうと思ふし、少し遊
んで来たくもあり、——ただ、役人になるのは、少しいやだが、何とか勤まら
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界の変動のために何時みじめにひつくり返されるか判らないからです」という
内容は、中島の南洋庁での「官吏生活」への嫌悪を表わしている。






ほかに、生徒の答案用紙反古（3 年 1 学期国語）を裏返しにして袋綴じした
ものに鉛筆とペンの半々で書かれている「断片二十二」も残っている。創作時
代が不明であるが、生徒の答案用紙の裏に記入しているため、1933 年 4 月から
















「巡査の居る風景」（「校友会雑誌」322 号、1929 年 6 月）は当時日本が支配
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（ 1 ）『時代別日本文学史事典　現代編』東京堂、1997 年。
（ 2 ）平野謙『昭和文学覚え書』三一書房、1970 年。
（ 3 ）鷺只雄「芸術的な抵抗」、『講座昭和文学史 3　抑圧と解放』有精堂、1998 年。
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る」と指摘している。
（ 6 ）佐古純一郎「戦争下の文学」『国文学　解釈と鑑賞』至文堂、1958 年。
（ 7 ）三好行雄、竹盛天雄編『近代文学 6 —昭和文学の実質』有斐閣、1977 年。




（11）『日本近代文学大事典』（講談社、1977 年）第 5 巻によると、『新創作』は文芸雑




（12）『日本史大辞典　第 5 巻』（平凡社、1993 年）によると、南洋庁は南洋群島を管
轄した日本の植民地行政官庁である。第 1 次大戦でドイツに宣戦した日本は、
1914 年 10 月ドイツ領太平洋諸島を占領し、同年 12 月臨時南洋群島防備部隊を置
いて軍政を開始した。大戦後の 1920 年、同地域が日本の委任統治領となったの



















（22）『中島敦全集 2 ・解説』筑摩書房、1976 年。




※本文および書簡の引用は『中島敦全集』（筑摩書房、2001 〜 2002 年）によった。た
だし、旧字は全て新字に改めた。
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<ABSTRACT>
“Art for Art’s Sake” of Nakajima Atsushi
YU Yan
Nakajima Atsushi was a writer under the Japan-China war, but he did not
write any works about the war. This meant that Nakajima Atsushi took an
attitude which was named “Artistic Resistance”. However, this is an ambiguous
expression. It is necessary to analyze his recognition of “Literature” and “War”.
This article seeks his outlook on literature through an analysis of his novels,
essays, letters and diary. Nakajima Atsushi was not against the war, but he
distinguished between “Politics” and “Literature”, and did not want literature to
be a picture of war. He criticized the practical use of literature by politics.
Therefore, we can conclude that Nakajima Atsushi insisted upon the supremacy
of “Art” for the sake of maintaining the purity of literature during the Japan-
China war.
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